
東京大学 １９９３年度の第２問「蒙古襲来と高麗」のＢ 解き方チャート（記入済） 

 

Ｂ 朝鮮半島の国高麗の政府や人民は、この戦争でどのような役割を果たし、モンゴルの対日本戦略にどのよ

うな影響を与えたか。下の文章を参考にして、４行以内で述べよ。 

 

 

 

 

(1)   1266年、モンゴル皇帝フビライの外交使節が、 

日本へ渡るべく高麗に来た。高麗の宰相は使節 

にはたらきかけ、対馬を目前にひきかえすよう 

工作した。 

 

(2)  1270年、高麗の軍隊三別抄が、モンゴルに屈 

伏した王室に対して反乱を起こし、海中の島を 

ねじろにモンゴル軍・高麗軍に抵抗し、1273年 

に鎮圧された。 

 

(3) 1274年と 1279年の２度にわたって、高麗はフ 

ビライから日本征討用の軍船 900艘の建造を命 

ぜられ、人民に大きな負担を強いつつ、期日ま 

でに完成させた。 

 

(4) 文永の役には約 6000人、弘安の役には約１万 

人の高麗軍（非戦闘員を除く）が、フビライの 

命をうけて従軍した。 

 

 

モンゴルの対日戦争において、高麗は            であり、 

 

であった。しかし、                       したり、 

 

                                ことは、 

 

 

                                  ←決めぜりふを入れる！ 

 

これを４行（１２０字）でまとめればよい。 

ア 高麗の政府や人民が 

イ この戦争（モンゴルの対日戦争）で果たした役割について書く。 

ウ モンゴルの対日本戦略に与えた影響について書く。 

＜モンゴルにとっての高麗の役割＞ 

対日交渉の先導役 

装備を供給（提供）させる場 

兵員を供給（提供）させる場 

＜対日戦争に与えた影響＞ 

高麗政府はモンゴルの日本への使節派遣を

妨害 

高麗の人民（軍隊）は、政府（王室）の屈服

後も長期間にわたって抵抗を続けた。 

対日交渉の先導役 装備や兵員を供給させる場 

高麗政府が日本への使節派遣を妨害 

人民（軍隊）が、政府の屈服後も長期間にわたって抵抗を続けた 

戦争の実施が遅れる原因となった。 


